
【精粋園】

和水町の障がい者

施設・事
業所を紹介します

障がい者支援施設「精粋園」とは・・・
　社会福祉法人誠和会　障がい者支援施設「精粋
園」では、障がいをお持ちの方に対し、生活の質の向
上・自立の促進などを目標に日中活動の場として「生
活介護」、住まいの場として「施設入所支援」、その他
短期入所・日中一時支援のサービスを行っています。
　年間行事、地域との交流活動も盛んに取り入れ、皆
さんに充実した生活を送ってもらう施設づくりに日々
努めています。

生活介護　（昼間の支援）
　食事、入浴、排泄の日常生活上の支援、軽作業など
の生産活動や創作活動の機会の提供、身体機能およ
び生活能力の維持・向上を図るために必要な援助な
どを行います。
　日中の介護を受けたい人はご自宅からの通所によ
り、または施設入所との組み合わせによりご利用出来
ます。送迎などのサービスも行っています。

施設入所支援　（夜間の支援）
　介護が必要な利用者に対し居住の場を提供し、夜
間や休日における入浴、排泄の介護や日常生活上の
相談支援などを行います。

短期入所
　在宅で生活されている人の短期間の入所を行い、
日常生活上必要な介助や支援を行います。

日中一時支援
　介護者が在宅で、一時的に介護出来ない場合など
の受け入れを施設で行います。

障がい者支援施設　精粋園第4弾

　町内にある、障がい者施設・事業所を知っていただくことを
目的に、施設・事業所などの紹介を行います。

和水町萩原１１７２
０９６８・８６・４３５５
生活介護、施設入所支援、
短期入所、日中一時支援
知的障がいをお持ちの方

所 在 地
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さ
れ
て
い
ま
す
。造
成
の
度
合
い
は
、92
が
や
や
低

く
、他
は
、高
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

　
92
は
、上
面
の
区
画
で
、長
さ
25ｍ
、幅
9・5
〜
5・5

ｍ
、主
軸
尾
根
79
か
ら
の
高
低
差
は
10・2ｍ
に
も

な
り
ま
す
。

　
93
は
、92
の
西
縁
下
に
あ
り
ま
す
。高
低
差

は
、0・7ｍ
で
、長
さ
28ｍ
、幅
6・4
〜
3・8ｍ
。

　
94
は
、こ
れ
ら
を
北
下
で
包
み
込
ん
で
い
ま

す
。高
低
差
は
、92
か
ら
2・5ｍ
、93
か
ら
1・8ｍ
あ
り

ま
す
。全
長
32ｍ
、幅
６
〜
３ｍ
で
す
。

　
95
は
92
の
東
下
に
あ
り
ま
す
。長
さ
23ｍ
、最
大

幅
５ｍ
、92
と
の
高
低
差
は
、5・1ｍ
に
な
り
ま
す
。

端
部
を
防
御
す
る
施
設
だ
と
解
釈
し
て
い
ま
す
。

こ
の
地
形
は
、２
箇
所
に
分
け
て
説
明
し
ま
す
。

　
南
側
は
、全
長
40ｍ
、幅
は
、西
端
２ｍ
、東
端
で

8・5ｍ
に
膨
ら
み
ま
す
。86
と
の
高
低
差
は
、４ｍ
あ

り
ま
す
。

　
西
側
は
、全
長
42ｍ
、幅
６
〜
1・8ｍ
、86
と
の
高

低
差
は
、６
ｍ
あ
り
ま

す
。南
側
部
分
と
共
に
、

造
成
の
度
合
い
が
高
い

区
画
で
す
。堅
い
守
り

が
伺
え
ま
す
。

　
さ
ら
に
、87
の
下
部
に

は
、南
側
に
88
、西
側
に

89
〜
91
の
小
規
模
な
造

成
地
が
見
ら
れ
ま
す
。

形
状
は
91
の
み
が
長
円

形
で
、他
は
細
帯
状
で

す
。

　
88
は
、長
さ
27ｍ
、幅
４

〜
2・5ｍ
。87
と
は
、1・4ｍ
の

高
低
差
が
あ
り
ま
す
。

　
91
は
、全
長
22
ｍ
、最

大
幅
８ｍ
、87
と
の
高
低

差
は
3・1ｍ
あ
り
、87
を
補

う
施
設
で
し
ょ
う
。

〔
Ｐ
区
〕主
軸
尾
根
の
西

端
下
か
ら
北
側
に
張
り

出
す
末
端
尾
根
が
あ

り
、こ
の
箇
所
も
造
成

年
も
、桜
の
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。

我
が
家
で
も
、4
月
に
な
る
と
一
本

残
っ
た
提
灯
桜
が
、華
麗
な
花
を
咲

か
せ
ま
す
。

〔
Ｎ
区
〕東
縁
下
62
―
2
と
62
―
４
は
、法
面
の

削
り
落
と
し
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。62
と
62
―

４
の
高
低
差
は
2・4ｍ
に
も
な
り
ま
す
。直
の
状
態

に
整
形
さ
れ
て
お
り
、登
り
降
り
は
、極
め
て
困

難
で
す
。造
成
の
度
合
い
も
高
く
、62
―
４
は
、長

さ
32ｍ
、北
縁
の
幅
は
、11ｍ
あ
り
ま
す
。

　
西
側
斜
面
は
、３
段
の
帯
状
削
平
地
が
４
箇

所
に
見
ら
れ
ま
す
。今
月
は
、残
り
の
北
端
部
を

調
査
し
ま
し
た
。

　
85
は
、全
長
43ｍ
、幅
4・5
〜
２ｍ
、主
軸
尾
根
62

と
の
高
低
差
は
５ｍ
。そ
の
下
部
に
は
、84
が
並
列

し
て
い
ま
す
。高
低
差
1・6ｍ
、全
長
54ｍ
、幅
5・5
〜

３ｍ
、形
状
は
、地
形
に
沿
って
い
ま
す
。

　
73
は
、斜
面
の
小
規
模
な
張
り
出
し
部
分
に

手
を
加
え
た
も
の
で
す
。85
と
の
高
低
差
は
1・9

ｍ
、長
さ
９ｍ
、最
大
幅
3・5ｍ
あ
り
ま
す
。

〔
Ｏ
区
〕北
域
で
、西
側
へ
彎
曲
し
た
主
軸
尾
根
の

末
端
部
で
す
。主
軸
尾
根
は
、86
か
ら
86（ａ
〜

ｃ
）の
部
分
が
、緩
傾
斜
地
に
変
化
し
て
お
り
、両

端
で
９ｍ
の
高
低
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。こ
の
区

画
は
、造
成
の
度
合
い
が
低
く
、自
然
地
形
を
残

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、87
の
造
成
地
は
、片
仮
名
の
コ

の
文
字
が
逆
に
向
い
た
形
を
し
て
お
り
、86・86

（ａ・ｂ
）を
下
部
か
ら
包
み
込
み
ま
す
。尾
根
の
末

今
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江栗城跡　縄張り図

大 
田 

幸 

博

（
元・菊
水
町
史
編
纂
委
員
会
副
委
員
長
）

江
栗
城
跡

歴
史
調
査
の
楽
し
み
方

　
　
　え

　
　
　
　
　
　 ぐ 

り

　
　
　
　
　  

じ
ょ
う

　
　
　
　
　あ 

と

17│広報なごみ│2015 March│


